
























化合物に対しても次第に適用されるようにたったI九 16 セレエウム叉はセ ν=吹ムイ七合物を=
トp 化合物中筆蕪定量の接触剤として使用した例はこ，三C報告にみられる10，1". Fishl~の方法


















アセトアュライド. m. p. 1140C. p-グロロアセトア=ライド阻.アセトア=ライドを氷酷
中クローJレカルキにで塩素化し・て得る.アルコールより数回再結晶. m. p. 1720C. pー タロロ
ア=リシ.p-グロロアセトア=ヲイドをアルカリと煮沸して鹸化し.7k蒸汽蒸溜にて漕出する
結晶をアルコールより数回再結晶.m. p. 69-70oC. 2，4ー ヂタロロアセトアs ライド19 アセ
トアェライドを多量の濃塩酸中に溶解して外部より冷却し 10-15CCに保ちつつ塩素酸カリ溶
液を滴下して塩素化する.アルコーJレ，酷酸，71<の混合弾液より再結晶 m.p. 142-1430C. 
2，4-ヂタロロア.=.1) Y. 2，4ーヂクロロアセトア=ライドをアルカ Fと数時間煮沸して鹸化し
水蒸汽蒸溜にで溜出してくる結晶をアルコールにて再結晶.m. p. 62-630C. 4-クロロフヱ=
ルーグ1)$' Y. m. p. 141-1420C. 2， 4-ヂタロロフヱ.=.~Jレグ 1) -;:--y也 2. m. p. 152-1530C 
3， 4-ヂクロロフヱ=ールグリシγ. 也君m.p. 1280C-1290C. 2， 5ー ヂグロロアヱ=ールグH
シシ鍵・ 1. m. p. 170.5...1710C. 
以上4種のハログγイヒフヱ.=.~1レグリ ~yは相当するハログシイヒア .=.1) y をと jochheim 等却
の方法に依りカルボキシメチJレ化して得た生成物を稀アルコール.r!J数回再結晶して精製し
た.
4ー クロロフヱ=ールグりシγヂヱチルアミシ塩駐.2. 4ー グロロブヱ=ールグ1)~シシに梢過剰
のヂヱチルアミシを加えて加熱し，て過剰のヂヱチルアミシを追出し濃縮して品出する結晶を稀
アルコールより数回再結晶.m. p. 1620C. 





燥して得た鱗片献白色の結晶.2200Cにでも融けす".p-旦トロフヱノール.m. p. 112-1130C. 
p-且トロア且 1)Y. m. p.146-1470C. m-エトロベYズアルデヒド.m. p. 57-580C. Pーユ
トロトルヱY. m. p. 56-56.50C. m-ヂι トロベンゼン.m. p. 9O-910C. 2， 4， 6ートり且





2-=-トロー 4ー クロロアェリ γ. 2-=-トロー 4-クロロアセトア=ライドをアルカ Hと煮沸して鹸
化した後水蒸汽蒸溜にて溜出する檀色結晶をアルコールより再結晶して得る.m. p. 115-116 
。C.3， 4-ヂタロロ4 ニートロペYゼシ24位・ Y. 0ー ヂグロロベγゼシの.=.rロイヒ生成物よ b分溜
しτ得た組結品をTJレコールよ b再結晶.m. p. 42-430C. 
(110) -.24ー
2，5ヂグロロー1-.::.トロベシゼン-， p-ヂタロロベンゼを=トロ化して得た組結晶をアル宮戸
Jレにて.再結晶を繰返じて精製レ， m. p. 53-54QC.徴黄色針献結晶.
17レ9'Y. 1信販品をアル:tt-Jレより再結晶.m. p. 5OoC. 
第 1表 分解時聞と分析値の関係
館
，， _ (Vル'"-;0.3∞mg， HgO 7Qmg， se 16mg， Kz 004 19 
糾 :N約 5mg~ 
… -lCuSO.・5HzQ 2Omg，波硫酸紙
分解時 聞く時間〉 1.0 1.6 2‘o 216 N創1W~直(%)
2， 6・.，.ク官官・トート官ベシセシ 1.9， 2.0 2.0， 2.1 2.6， 2.6 2.2， 2;3 7.80 ・t-."ti・l-~官官デセトアー"イ V ' D;唱t， '1J~σ11;0， 11;1 宜容.1，l1t.'% ''l2.~ 11;8" ']&* 
第 2表 也レニウム酸化第2水銀，硫酸鍋の混合物を接触剤に用いた揚会の
アミド，ニトロ化合物の分析桔果
((グルコ F ス3∞mg)*，se 15mg. K2 504 19， HgO 70mg， 


























2， 4， 6ート1)=>t-ロフ %/-Jレ
1-=-トロー 晶ー クロロアセ
トアーラ<1r' 





o! ~ NHCOCHa 
CIC6 H. NHCOCHa 
CICs'H. NH2 
Ch Co H5 NHCOCH~ 
Clt cs H~ NH2 
CICs H4 NHCH2 COOH 
C12 cs H5 NHCH2' COOH 
C12 cs Ha NHCH宮COOH















lO.4， 10.4 W.37 
8.3， 8.3 8.26 
11.0， 11.0 10.99 
7.0， 6.9 6.87 
8.7， 8.7 8.66 
7.6， 7.6 7.55 
6.4， 6.4 6.37 
6.~， 6.長 6.37
6.4， 6.' 6.37 
CICe H. NHCH2 COOH・NH(C2Hs)1 -
C12 ce Ha NHCH2 COONa 
10.~， 10.8 10.71 
5.8， 6.7 5;'79 
C12 cs H~ NHCH2 ooa Na 
NU!Cs H40H 
NU2Cs H.NH2 
NU2Cs H! CHO 
NU2C6 &CHs 
CA 'H. (N02 )2 
(NU2 )8 C6 H2 OH 
Cl 
NU2 csH~ < NHCOCH5 
~ ~.. ，Cl No" co H~ < '-"'41 '-'11 .1.1.;' -.. NH~ 
C12 co H3 NU2 
C12 cs Hs NU2 
5.0， 5.1 5~Ø4 
9.2， 9.4 9.3， 9.4 W.07 
19.8， 19.9 ~9.8， 19.7 20~ 
8 7， 9.0 8.8， S.4 9‘'xl 
8.9， 9.3， 8.9 8.9， 8.9 10.21 
14.4， u4.6 16.67 
18.2， 18.3 18.34 
12.0， 12.2 12.1， '12.2 13.06 
14.8， 14.9 14.9， 14.9 16.24 
2.3， 3.0'; 2.7， 2.2 2.6 






























r.t.h 0 (%) 
ザレダン NH2 C~ Ht; 15.8， 15.8 15.73 
pーク官官アセトア品ライド ClCe H4 NHCOCH3 8.3， 8.3 8.26 
2，4ーヂクロロア=リシ
2，4ーヂク官官フ.:r..".ールグ !1Yシ

















C12 ce Hs NHz 8.7， 8.6 8.65 
Ch ceHs NHCH2 COOH 6.4， 6.4 6.37 
Ch ceHs NHCH2 COOH 6.4， 6.4 6.37 
CIC6 H4 NHCH2 COOH・NH(C2 Ht; )219.9， 1O.8 19.71 
Ch C6 H~ NHCH2 SOa Na 5.O， 5.O 5.O4 
NU2 ce14 OH 9.9， 10.O 1O.O7 
NOz C6 114 NH2 29.4， 29.4 20.29 
NUIl ce H4 CHO 9.3， 9.4 9.27 
NOfCe H. CI3 9.8， 9.7柑 1O.21
(NOZ)2 C6 H4 16.1， 16.2“ 16.67 
(NOz )8 ce H2 OH 18.3， 18.3 18.34 
Cl 13.(:)， 12.7・， 13.06 N02話C6H3 <N'HCOCHt; 13.O 
Cl 
NOz認CoHs <NH2 15.9， 16.9柑 16.24
Clz Co H8 NOz 5.7， 5.4・ 7.30 
























6.0， 6.1， 6.0 
考
析 イ庖 (%) 
グル=戸;<.300rng添加


















































住. 3 4ークロローl~，ートロアセトア=ライドを (2) を接触剤として分解した結果より 1.5一時聞が適当とタj
断された.
臨 4 !/'lJレコー見の添加により分析健が変化する度合を泡試した紺果が停4表K示苫れる. 分解時聞はグ
ルヨ目黒を加えね場合2時間〈波書青澄後〉とじた.
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